
　学校教育目標 ◎　よく考え進んで学ぶ子ども（他者の考えを取り入れ、学び続ける　問題解決力の育成）

○　なかよく助け合う子ども（生命の尊さや自他のよさに気づき、相互に思いやる　人間関係形成力の育成）

○　元気で明るい子ども（心と体の健康に留意し、進んで心身を鍛える　生き抜く実践力の育成）

　目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】

【目指す児童像】

【目指す教師像】

　前年度までの学校経営上の成果と課題

第１回評価 課題と対策 第２回評価 学校運営協議会委員による評価 課題と次年度以降の対策

年間を通して行われるレインボー班活動で、異学年交流が深まり、上級生が下
級生を思いやり自然とリードして活動していた。学年末には、６年生から５年生へ
役割や活動が引き継がれることを意識して、取り組みを進めた。レインボー班活
動の回数を月１回以上に増やすことは難しいが、行事（一小まつりやスポーツテ
スト）や集会で班を生かした活動を取り入れたり、学年間で交流がある際（読み聞
かせや学習発表）にレインボー班が生かされるようにしていく。
体育朝会や運動旬間は次年度以降も継続していく。内容面については見直しを
図り、より多くの児童が様々な運動に親しめる機会を提供できるようにする。ま
た、今年度、長縄集会をレインボー班単位で行うなど、異学年交流を兼ねた新た
な取組も行った。児童が楽しみになるような取組を、今後も柔軟に行っていく。

校内委員会で話し合う内容を厳選するとともに、児童の様子をしっかりと共有で
きるように、普段から教員間で情報共有をしておく。また、コーディネーターを中
心に、情報をまとめたり、各教員が校務支援システムで児童の「気づき」を定期的
に入力したりして共有しやすくする。
年度当初に「いじめ」の定義を教職員で確認をし、必要に応じて「いじめ対策委員
会」を開くことを継続して行う。また、学校いじめ防止基本方針を4月の保護者会
でも配布し、保護者と共通理解を図っていく。
担任だけが相談先にならないよう、すべての教職員が児童一人一人に目を配っ
て職務に取り組むことができているので、意図的に複数の教員が関われるような
体制づくりや、学年経営、日記での交流などを今後も継続していく。
次年度以降も、教職員だけではなく保護者、地域、学童指導員等とも情報共有を
密にし、より手厚く児童に寄り添えるようにする。

「保一サポーター」の取組については、今後も一層の拡充を図り、多くの保護者
や地域の方々にご参加いただけるようにしていく。また、２年間校内研究として取
り組んできた「ふるさと探究学習」を来年度も深化・発展させ、地域の貴重な人
的・物的資源を教育に活用していく。
「学校からの情報が十分に発信されている」と感じていない保護者が少なからず
いる点については、学級通信の多寡の差がクラスによって激しいという点が主な
要因であると考えられる。担任の持ち味や、授業準備や児童との関わりといった
本来業務との兼ね合いといった課題があり、一律に発行するようにしていくことは
現実的ではない。その分、他のツールによる情報提供及び保護者会、授業参観
や面談等の内容の一層の充実を図っていくことで改善に努める。

SCや教育支援アドバイザー等の積極的な活用を図れるように、教育支援コー
ディネーターと連携を取りながら、児童の相談や観察を行えるような体制を構築
していく。SCによる教育相談に関するOJTを年度初めに位置付け、全教職員の
教育相談能力を高めるようにする。
巡回型の指導のため、しらうめの教員の勤務日は週２～3日になってしまうが、特
別支援コーディネーターや特別支援教室専門員と連携を図りながら、在籍学級
の担任と協同で指導を行えるようにする。また、しらうめの授業参観や保護者面
談、保護者懇談会を充実させて、特別支援教育の対する理解を深めていく。

①　創造的に、そして深く考え、解決することのできる児童　　②　自他のよさが分かり、誰とでも関わりあえる児童　　③　基礎的・基本的な学力・体力のある児童
①　授業を第一とし、研修を重んじ、その内容充実に力を尽くす教師　　②　児童理解に努め、児童の心に寄り添える教師　　③　当たり前のことは当たり前に、人にまねできないほど一生懸命にできる教師
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①　子どもを大切にする学校　　②　授業の充実に力を尽くす学校　　③　家庭や地域と共にあり信頼される学校

・事務日の確保や会議の精選は先生方のゆとり
につながり、児童にも還元されるという点で効果
的だと感じた。
・保護者との連絡、連携はさらに充実させていっ
てほしい。

事務整理日を設けたことにより、全体としては教職員の業務の効率化を図れた
が、仕事の段取りや有効的な時間の活用については、教職員個々の能力による
ことが多い点が課題である。次年度は、自己申告等で教職員のライフ・ワークバ
ランスの目標を定期的に確認し、振り返ることにより、個々の教職員が効率的に
仕事に取り組めるようにし、より一層働きやすい職場環境の実現を図る。

令和7年度　西東京市立保谷第一小学校　学校評価報告書

○ＣＳ１年目…総合的な学習（ふるさと探究学習）のカリキュラムの整備が進んだ。それに伴って、子供の中に地域への愛着、地域の一員としての自覚が育まれつつある。
○「西東京あったか先生」の理念を引き続き発信し、保護者、地域、学校が一体となって自他を尊重する子を育成する。年間を通じて「いじめ基本方針」に則り、学級経営の充実と児童理解に努め、楽しい学校、行きたくなる学校を目指す。

・担任の先生だけでなく、学校全体で児童の情
報を常に共有し、組織的に対応する体制ができ
ているのは保護者として大変心強く、ありがた
い。
・児童間のトラブルや子どもの変化などの共有
や対応が先生にとって差が大きいと感じること
がある。
・児童のアンケート結果を見ると、差別やいじめ
があると感じている児童が多い学年も見られ
る。

・「保一サポーター」の取組は大変よい。年度当
初に募集をかけているとのことだが、特に校外
学習など、担任だけでは目が行き届かない部分
についても保護者や地域の方が多く参加するこ
とで教育の充実につながる。
・学校に足を運べない保護者向けに、動画配信
などはできないか。
・評価結果を見ると、「学校からの情報が十分に
発信されている」と感じていない保護者も少なか
らずいる。

・教科書を使った座学だけではなく、オリジナリ
ティあふれる教材やタブレットを活用した教材の
工夫が各学年・学級で見られる。
・先生方の日々の工夫や準備を、子どもを通じ
て感じることができる。

・レインボー班活動はとてもよい異学年交流の
機会となっているため、もう少し頻度を上げても
よいのではないか。
・体育朝会も、楽しみにしている児童が多いと思
われるので、実施回数を増やしたり、レインボー
班を生かして実施したりできるとよいのではない
か。

３学期に入り、児童用タブレット端末の総入れ替えが行われた。サイズ感が小さく
なり、携行がさらにスムーズになっている。合わせて、「ミライシード」の来年度の
本格導入を前に、各学年が試験的に活用し始めている。引き続き、デジタル資料
を教師も児童も効果的に活用し、学力向上に生かしていく。
今年度本格実施となった朝学習の取組について、各学年に応じた形で実施する
ことができた。内容の精選、持続可能な形で教材を準備することを来年度も引き
続き行う。合わせて、困り感のある児童や、学習支援を必要とする児童に対する
個別指導の時間を確保できるよう取組を具体化していくことも念頭に置いていく。
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・子どもが通級していた際、子どもにも保護者に
もとても手厚く支援してくれ、ありがたかった。
・巡回型になったことで、相談したいときに相談
しにくい形になることが懸念されたが、その分相
談会や面談の機会を充実させているということ
で安心した。
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子どもの気になる情報については、月2回ペースで行っている校内委員会、週１回の生
活指導夕会で共有している。養護教諭、SCも含めて、組織としてどのように考え、どのよ
うに対応するのか方針を共有している。また、5月の連休や長期休業前には学校以外の
相談機関の連絡先を集約し全校児童に配布した。
いじめとみられる事案についても、担任が1人で抱え込まないよう、日頃から子ども達の
ことを話し合い、すぐに共有できる雰囲気・関係作りを全教職員が意識し、今後も努めて
いく。

すぐーる、各種通信やクラスサイト等を通して、児童の様子や連絡等を効果的
に発信することができている。また、「保一サポーター」の取組も、多くの保護者
の方の協力を得ることにつながっている。今後、保護者会や授業参観のもち方
及びそれらの周知の仕方を工夫することで、より多くの保護者の理解と協力を
得ることができるようにしていく。

昨年度からの研究を継続・発展させる形で、すべての学年において「ふるさと探
究学習」を実施することができている。地域人材や地域資源を生かした教育を、
再現・持続可能なものとして学校に根付かせていくために、地域の協力者との
連携をより一層深め、計画的なカリキュラム作りに努めていく。

課題としては、指導効果検証のためにアドバイザーの観察日程がとられてしま
い、新規の相談（観察）を受けにくい状況にある。対策として回数を増やしたり、
新規の枠を確保したりする。昨年度にはSCによるWISCの検査結果の読み取り
方や活用の仕方を生活指導全体会で研修した。また、教育支援アドバイザーに
児童の様子を観察してもらい、適切な支援につなげることができるよう校内委員
会の場で検討している。

巡回システムになったため、保一小に巡回教員が勤務する日が少ない。土曜日
の授業公開日に、しらうめ相談会を設けると共に、参観を希望する保護者には
申請に応じて授業を参観してもらっている。個別指導計画が在籍学級との連携
型となり、目標や手立てについて話し合い、協同で指導に当たることができてい
る。

昨年度よりも職員会議の回数を減らした。また、会議の種類、構成メンバー、内
容を精選・分化することで、それぞれのポジションで見通しをもって運営すること
ができている。学期末の事務整理日も教職員の業務の効率化につながってい
る。今後も教材準備のための時間確保と業務の効率化を図り、教職員の負担
軽減とライフ・ワークバランスを充実させていく。
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学年・学級における教材研究を引き続き充実させ、児童が「分かった」と感じる
授業実践を日々行っている。具体物や資料の活用の他に、児童に配給されて
いるタブレット端末を使い、調べ学習の時間を中・高学年を中心に確保してい
る。主体的な学びと共に、自分の意見をもつことで、児童相互の話し合い活動
により、学びの質を今後も深めていく。

日々の授業の中で、算数・国語・音楽など、デジタル教科書を使った視覚的資
料による導入等で指導を円滑に進められている。また、児童個々のタブレット端
末を使い、動画資料を活用するなど活用の幅を広げている。今年度全校一斉
実施している朝学習では、各学年の発達段階合わせた課題に、決められた時
間内に集中して取り組むことができている。

レインボー班活動を月１回程度実施し、異学年交流を図っている。体力テストで
は高学年と低学年がペアを作ったり、一小まつりにおいてもペア学年を意識した
お店のまわり方をしたり、レインボー班を意識して交流が深まるようにした。６年
生による１年生のお世話だけでなく、今後も上級生が下級生をリードする雰囲
気をつくり、異学年交流が深まるようにしていく。

体育朝会を定期的に行うとともに、運動に親しみがもてるように、体育委員会の
児童が運動のこつを動画で紹介するようにしている。また、得意不得意に左右
されずに取り組めるような運動も紹介していく。OJTや指導資料を活用して、体
育の授業展開や実技指導の充実を図る。

毎週の職員夕会後に行われる「あったかタイム」により、教職員間での児童の
肯定的理解を深めることができている。小さなことでもそれぞれが気が付いたこ
とを共有することで、児童の良い面を知ることができ、全教職員で全児童を見る
という意識が高まった。児童にとってはいろいろな大人が自分のことを見てくれ
ている安心感を得ることに繋がっている。引き続き全教職員間で児童理解に努
めていく。
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体育の授業に加え、体育朝会や運動旬間を計画的に実施したり、外遊びを奨励したりすることで、運動への
動機付けを行い、望ましい運動習慣の形成及び体力の向上を図る。
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校内研究の研究課題として、これまでご協力をいただいていた各外部機関・地域団体等との取組を整理・再
構築し、本校の「ふるさと探究学習」を確立させる。
地域の人・もの・ことを積極的に活用し、地域と連携した学習を各学期１回以上行う。

具体的方策
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これまでの算数科の研究等を通して培った問題解決型の学習過程を各教科にも活用し、児童の論理的思考
力を育成するとともに、児童相互が話し合い、考えを深める授業づくりに努める。

デジタル教科書やタブレット端末を活用した個別最適な学びの充実を図るとともに、朝学習の時間を活用して
漢字や計算等の基礎・基本の確実な定着を目指し、個に応じた細やかな指導と評価を行う。

学級活動では、学級や学校におけるよりよい生活づくりに参画する意識を高めるような指導を重視する。ま
た、異学年での縦割り班活動（レインボー班活動）等を計画的に実施することで、上級生や下級生への接し
方、集団の一員として行動しようとする意欲などの社会性を養う。
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校務支援システムの連絡掲示板機能の積極的な活用や、議題・検討事項の精選等を通して、会議を行う日を
縮減し、時間の確保を図る。また、新学期当初や学期末に事務整理日を設定することで、成績処理業務にも
無理なく取り組めるようにする。
教職員各自が、担当する業務の効率化に努め、ライフワークバランスの取れた働き方を目指す。

学級通信やタブレット、すぐーる、学校ホームページ等を活用した保護者への積極的な情報発信を通して教
育活動への理解を得る。また、保護者に授業支援ボランティアを募る「保一サポーター」の取組を通して、多く
の保護者に教育活動に関わっていただく機会をつくる。
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しらうめ学級における相談会や面談の機会を充実させ、家庭との連携を進めながら指導にあたる。また、在
籍学級の担任との情報交換を密にし、児童の共通理解を深め、指導に生かす。

人権教育担当者による校内ＯＪＴの充実や、毎週の職員夕会後に行われる児童のよい気付きに関する情報
共有（「あったかタイム」）により、教職員間での児童の肯定的理解を深め、児童への指導に生かす。

「いじめ」「児童虐待」は許さないという意識をもち、子どもの変化を見逃さないよう、定期的に会議をもち情報
の共有、関係機関との連携を密にする。いじめや虐待を把握した場合は、校内委員会等で組織的に対応す
る。
全学級でSOSの発信のしかたに関する指導を学期に１回以上行う他、児童の相談先の選択肢を増やしたり、
相談しやすい雰囲気をつくったりできるように努める。
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SCや教育支援アドバイザー等の積極的な活用を図り、専門的な見地から児童の支援のあり方について検討
する。SCによる教育相談に関するOJTを実施し、全教職員の教育相談能力を養う。


